
もちつき大会での食中毒

　平成 26年 7月に静岡市で開催された花火大会で、露店が提供した冷やしキュウリを食べた 510名が
腹痛、下痢などの食中毒症状を訴えた。患者の便から腸管出血性大腸菌が検出された。
※腸管出血性大腸菌は、感染力が強く、少量でも発症します。潜伏期間（＊）は 3～8日で、下痢などの症状が出ます。
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患者の便からウェルシュ菌が検出された。患者に共通する食事はカレー・ゴマ団子であった。
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